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2003 住宅用ファイナンスにおける二重課税回避（Finance Act 2003）
　住宅メーカーから銀行，銀行から顧客というふたつの商取引が絡んでいるた
めに 2 回課税されてしまうという問題につき，2 度目の商取引に絡む課税を免
除することで，コンベンショナル金融とイスラーム金融の間の公平性を確保し
た。具体的には，同年に制定された土地印紙税法（Stamp Duty Land Tax 法）に
おいて土地取引に関する課税について定められた
　Finance Act 2003 では，上記と同様に，イジャーラ・ワ・イクティナ方式にお
ける住宅用ファイナンス（銀行が住宅を一旦購入し，個人顧客にリースの後個
人顧客が購入）でも二重課税回避が適用されている
2005 Stamp Duty Land Tax 免税の対象範囲の拡大（Finance Act 2005）








2005 FSAによる住宅金融会社の監督（Financial Services and Markets Act 2000の一部変更）
　イスラーム金融方式の住宅用資金供与である Home Purchase Plans を FSA の
監督下にすることが可能となるよう明記された
2006 二重課税回避の適用範囲の法人への拡大（Finance Act 2006）
　Finance Act2003 における二重課税の回避は個人取引に限られていたが，
Finance Act 2006 ではこれを法人にまで拡大する措置がとられた
2006 ディミニッシング・ムシャーラカの対象範囲の拡大（Finance Act 2006）
　これまでの税制措置では，ディミニッシング・ムシャーラカ方式の二重課税
回避は住宅ローンに限定されていたが，Finance Act 2006 では住宅ローンに限ら
ずどんな用途でも税制措置の対象となることが規定された
2006 ワカーラ方式にもとづく取引に関する税制上の扱いの明記（Finance Act 2006）
　ワカーラ（手数料）方式を用いたイスラーム金融取引が広範化するなかで，ス
キームによっては，これをコンベンショナル金融の利子と扱うことが明記された
2007 スクークの税制上の扱い（Finance Act 2007）












ンにもかかわらず，2008 年 11 月に公表された次年度予算に関する報告書
において，見送りという結論が示された。
























バイ国際金融センター（Dubai International Financial Centre: DIFC）と共同
でイスラーム金融のエグゼクティブ MBA プログラムを実施している。
大学教育ならずとも，より多くの人が接することができるのは，Islamic 
Finance Qualification と い う 資 格 で あ ろ う。 こ れ は， 同 国 の Securities & 
Investment Institute（SII, 現在は Chartered Institute for Securities & Investment）



















































































行のみである。同行は，資本金 5 億米ドルで，2007 年 5 月に設立された。

































































所（SGX）も，イスラーム金融への対応を進めている。2006 年 2 月 21 日，
SGX は，英国の指数企業である FTSE とシャリーア・コンサルティング
会社のヤサールを含めた 3 社で，シンガポール初のイスラーム株価指数
「FTSE-SGX アジア・シャリーア 100 指数」の開発・提供を公表した。
また，2008 年 5 月には，日本の大和投資信託委託が，SGX にとって初
となるシャリーア適格な ETF（Exchange-Traded Fund）である「大和 FTSE




























































2007 年 10 月の施政方針演説において，ドナルド・ツァン（曾蔭権）行
政長官は香港政府のイスラーム金融へ注力するスタンスを表明した。翌年



































組みを進めている。たとえば，2008 年 5 月にドバイ国際金融センターの
当局である DIFC Authority とイスラーム金融等に関する覚書を締結した
(5)
ほか，2009 年 9 月には，マレーシア中央銀行とイスラーム金融等の推進
にかかる覚書を結んだ
(6)


























年 11 月 23 日付日本経済新聞）という発言のように前向きな姿勢がうかが
われ，それらが実務的レベルにまで至っていることがみて取れる。
実際，これまでにも多くの公的機関がスクークを発行するとの観測が
示され，空港管理局，住宅金融公社，香港鉄道公社（Mass Transit Railway 

























































































































（International Capital Markets Association，国際資本市場協会）のサポートによるもの。
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